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第２  事 業 の 概 要  
 

平成 27年度の日本経済は、一部で新興国経済の減速を背景に輸出・生産面に弱さが見られ

たものの、全体的には緩やかな回復基調が続いた年であった。 

一方、トラック運送業界においては、燃料価格の値下りが企業業績に好影響を与えたこと

により景況感の改善がみられたものの、ドライバー不足や負担の重い自動車関係諸税、安全

対策、環境保全へのコスト負担が増大し徹底した自助努力にも拘らず、依然として厳しい状

況で推移した。 

このような状況の中、トラック運送業界が国民生活、産業活動を支える公共的物流サービ

スの担い手として、その重要な使命を果たすため、交通安全対策、環境対策、適正化対策等、

諸課題の克服のため全力を傾注し各種事業を推進した。 

 

 

１．交通安全対策事業 

（１）交通安全教育の強化及び安全教育訓練施設における教育訓練への参加促進 

① 中国運輸局長より、運行管理者資格者証の交付を受けた。 

・認定によるもの 14名 

・国家試験合格によるもの 160名 

・再交付・訂正によるもの 10名 

② 平成 27年度運行管理者試験実施状況 

試験実施日 試験会場 受験者数 合格者数 合格率 

第 1回 平 27.8.23 広島工業大学専門学校 801名 187名 23.3% 

第 2回 平 28.3. 6 〃 695名 189名 27.2% 

③ 運行管理者試験受験対策講習会実施状況 

開催日 講習会場 受講者数 

第 1回 
平 27.7.11 広島県トラック協会東部研修センター 88名 

平 27.7.18 広島県トラック総合会館 154名 

第 2回 
平 28.1.23 広島県トラック協会東部研修センター 61名 

平 28.1.30 広島県トラック総合会館 136名 

④ 運行管理者等指導講習会参加状況 

・運行管理者等指導講習（一般講習）受講者 1,613名 

・運行管理者等指導講習（基礎講習）受講者   734名 

・運輸安全マネジメント講習会    受講者     4名 

⑤ 整備管理者選任前・選任後研修会実施状況 

・広島運輸支局主催による整備管理者選任前研修会が12回開催され 288名が受講した。 

・広島運輸支局及び広島県トラック協会の共催による整備管理者選任後研修会（広島・

福山・三次会場）を 10回開催し 739名が受講した。 



 

⑥「救急法基礎講習会」の開催 

経営者及び管理者並びに乗務員を対象に「救急法基礎講習会」を開催し、救急法

に関する知識、技術の習得を図った。 

（広島地区） 

日 時 平成 27年 9月 9日（水）10時 00分～15時 30分 

場 所 広島県トラック総合会館 5階大研修室 

参加者 27名 

（福山地区） 

日 時 平成 27年 9月 10日（木）10時 00分～15時 30分 

場 所 広島県トラック協会東部研修センター 3階大会議室 

参加者 33名 

⑦ 交差点事故防止マニュアル活用セミナー開催 

事業用トラックの交差点事故防止を推進するため、交差点事故防止マニュアル活用

セミナーを開催した。 

（広島地区） 

日 時 平成 27年 7月 28日（火）13時 30分～16時 30分 

場 所 広島県トラック総合会館 5階大研修室 

参加者 57名 

（福山地区） 

日 時 平成 27年 7月 29日（水）13時 30分～16時 30分 

場 所 広島県トラック協会東部研修センター 3階大会議室 

参加者 49名 

（演題：共通） 

   第 1部「交差点事故防止マニュアルの活用について」 

講師：東京海上日動リスクコンサルティング㈱ 

経営企画部主席研究員 八田 恒治 氏 

    第 2部 グループ討議 

（２）交通安全活動・事故防止対策機器等導入促進への助成 

交通安全、事故防止の取組みを行う会員に対して導入費用の一部助成を行った。 

■助成金事業実績一覧 

助成事業内容 実績 

ドライブレコーダ等導入促進助成 2,202台 

安全運転記録証明取得助成 11,743名 

ドライバー等安全教育訓練促進助成（団体派遣、個別派遣含む） 63名 

無事故・無違反挑戦（トライ・ザ・セーフティｉｎひろしま）参加

助成 

3,247組 

16,235名 



 

安全装置等導入促進助成（後方視野確認支援装置･吹込み式アルコール

インターロック、ＩＴ点呼に使用する携帯型アルコール検知器） 
483台 

定期健康診断受診助成 8,439名 

中型・大型・けん引免許取得助成 139名 

運転者適性診断受診助成 

助成総数 7,654名 

(うち一般診断) （4,524名） 

(うち初任診断) （2,763名） 

(うち適齢診断) （ 367名） 

（３）交通安全キャンペーン 

① 平成 27年度 交通事故防止 広島県大会の開催  

トラック事業における総合安全プラン2009の目標である交通事故死者数と事故件数

の半減、飲酒運転根絶を再確認し、安全意識の高揚を図るため本大会を開催した。 

日 時 平成 27年 11月 25日（水） 14時 00分～15時 30分 

場 所 ホテルグランヴィア広島（広島市南区松原町） 参加者 約 240名 

② 高齢者へ交通事故防止反射シールを贈呈 

夜間の事故防止に効果が期待される「靴用反射シール」1万 1千セットを県内各警察

署と連携し「敬老の日」のイベント等に参加し高齢者へ配布した。 

日 時 平成 27年 9月 21日（月） 14時 00分～15時 00分 

場 所 福山ニューキャッスルホテル３階（光耀の間） 

出席者 180名 

    [各支部贈呈式開催状況] 

支部別 開催日 開催場所 参加者数 

広島支部 9月 19日（土） くすのきプラザ 700名 

呉支部 9月 21日（月） 呉市二川まちづくりセンター 400名 

三原支部 9月 10日（木） 三原市中央公民館 140名 

福山支部 

（本部合同） 9月 21日（月） 福山ニューキャッスルホテル 180名 

広島北支部 9月 18日（金） 安佐北区民文化センター 大ホール 700名 

西広島支部 9月 21日（月） 廿日市市佐方市民センター 248名 

③ 交通安全啓発事業 

・広島県警察、㈱広島東洋カープと連携し、黒田 博樹投手を起用した交通安全ポス

ター等を作成し、全会員へ配布するとともに主要交通施設等へ掲示、更には各種キャ

ンペーンで啓発チラシを配布し交通安全啓発活動を展開した。 

・「全員野球 交通安全」ポスター4,500枚、啓発チラシ 50,000枚 

・「緊急 交通事故防止対策」ポスター2,000枚を全会員へ配付、点呼場所へ掲出依頼 

・｢交通安全｣幟旗(1会員当たり旗４枚、ポール２本)を全会員に配付（平 27.9）。 

・｢第 55回 正しい運転･明るい輸送運動｣の実施（平 27.11.16～平 28.1.10）。 



 

④ 事故防止対策等資料・情報提供 

・事業用自動車事故調査委員会の「事業用自動車事故報告書」を広ト協ＨＰへ掲載し、

会員へ再発防止策への取り組みを促した（通年）。 

・「トラック事業における総合安全プラン 2009の中間見直し」（冊子）配付（27.11） 

・「トラック運送事業者のドライブレコーダ導入手引き」（冊子）配付（27.11） 

・「トラック運送事業者のドライブレコーダ活用マニュアル」（冊子）配付（27.11） 

（４）トラックドライバー・セーフティコンテスト広島県大会の開催 

日 時 平成 27年 6月 21日（日） 

場 所 沼田自動車学校 

参加者 23名 

概 要（各部門の優勝者等は次のとおり） 

部門別 氏   名 所属事業所名 

４トン部門 米 本 拓 馬 西日本日立物流サービス㈱ 

１１トン部門 植 田 隆 宏 ㈲ 豊 田 水 産 運 輸 

トレーラ部門（特別賞） 杣 野 祐 也 飯 田 運 送 ㈱ 

女性部門（特別賞） 樋 口  綾 双 葉 運 輸 ㈱ 

※ 全日本トラック協会主催の第 47回全国トラックドライバー・コンテストに広島県

大会の成績優秀者を代表選手として派遣した（平 27.10.24～26）。 

（５）その他の取り組み 

① 危険物運搬車両の指導取締り参加 

日 時 平成 27年 11月 5日（木）14時 00分～16時 00分 

場 所 山陽自動車道上り 沼田パーキングエリア 

参加者 47名 

（参加機関） 

高速道路交通警察隊、安佐北警察署、安佐南警察署、広島市消防局、安佐北消

防署、安佐南消防署、広島市健康福祉局、ネクスコ西日本、日本自動車タイヤ協

会、広島県トラック協会 

② 夜間の交通事故防止反射材を贈呈 

   秋の全国交通安全運動に先駆け、広島県、県警察等が行う交通安全の各種広報、啓

発活動用として、反射材用品「カープロゴ入り・リストバンド」5,000 本を製作し、

広島県警察本部へ贈呈した。 

（贈呈式概要） 

日 時 平成 27年 8月 11日（火）11時 30分 

場 所 広島県警察本部 15階 警察本部長室 

参加者 14名  

贈呈側 公益社団法人 広島県トラック協会 

    受納側 広島県警察本部 



 

③ 中国トラック交通共済(協）への加入促進を図り会員の指導等に努めた。 

平成 27年度中国トラック交通共済(協)契約状況は次のとおり。  

 契約組合員数 契約車両数 契約目標車両数 目標達成率 

対   人 817社 15,967両 16,170両 98.7％ 

搭乗者傷害 629社 7,527両 7,620両 98.8％ 

対   物 752社 13,618両 13,810両 98.6％ 

車   両 392社 3,064両 3,000両 102.1％ 

 

２．環境対策事業 

（１）環境負荷の低減のための啓発研修 

環境負荷の低減、燃費改善に向けた取組みとして、省エネ運転講習会を開催し、エコ

ドライブの推進を図った。 

開催日 地区 場   所 参加者 

平成 27年 4月 18日 広島市 広島輸送ターミナル協同組合会館外 24名 

平成 27年 7月 25日 福山市 福山港湾福祉センター外 26名 

平成 27年 10月 17日 呉市 呉鉄工業団地協同組合 22名 

平成 28年 1月 16日 広島市 広島輸送ターミナル協同組合会館外 24名 

（２）環境問題対策助成 

環境対策、環境保全の取組みを行う会員に対して導入費用の一部助成を行った。 

■助成金事業実績一覧 

助 成 事 業 内 容 実 績 

低公害車導入促進助成 （ＣＮＧ車･ハイブリッド車導入） 9台 

     〃     （ポスト新長期規制適合車導入） 976台 

エア・ヒーター購入助成 21台 

蓄冷式クーラー等導入助成 68台 

ＥＭＳ等機器導入促進助成 573台 

エコタイヤ導入促進助成 15,209本 

グリーン経営認証制度 46事業所 

 

３．適正化対策事業 

（１）巡回等による調査・指導 

① 全国実施機関が定める「全国統一貨物自動車運送事業実態調査・指導項目」に基づ

き、県下事業所への巡回指導を行った。なお、平成 27年度においては、計画目標件数

860事業所に対し、868事業所（100.9%）の巡回指導を実施した。 

また、平成 27年 9月から新たな制度として、過労運転等に起因する事故等の未然防



 

止及び輸送の安全確保を目的とした、労基通報に基づく乗務基準等告示違反営業所に

対する特別巡回指導を行い、労働時間の改善に向けた指導を実施した。 

・四半期ごとの巡回指導状況       巡回指導件数合計   868事業所 

 
巡回件数 

調査項目全体に占める適となる項目数の割合によるランク分け 

 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ その他 特別巡回 

平成 27年  4月～ 6月 257 79 102 57 11 4 4 ― 

平成 27年  7月～ 9月 208 88 83 33 3 1 0 ― 

平成 27年 10月～12月 204 80 75 34 5 1 7 2 

平成 28年  1月～ 3月 199 52 72 51 12 2 2 8 

合     計 868 299 332 175 31 8 13 10 

注：その他は、調査項目に該当する項目数が少なくランク分けが出来ない事業所の件数 

注：特別巡回は、労基通報に基づく乗務基準等告示違反営業所に対する特別巡回の件数 

② 安全性評価事業(Ｇマーク制度)の積極的な推進及び内外に対する広報啓発活動 

  貨物自動車運送事業者の安全性に対する取組みを評価し、公表する制度「安全性評

価事業（Ｇマーク制度）」の 27年度事業において、申請に係る事前説明会を本年度も

県下 3 ケ所で開催した。27 年度の認定状況は、新規申請 48 事業所、更新申請 174 事

業所（初回分 39事業所、2回目分 66事業所、3回目分 27事業所、4回目分 42事業所）

合計 222事業所が認定された。 

③ 中国運輸局広島運輸支局が実施する新規許可事業者及び事業譲受事業者を対象とし

た指導講習会に適正化事業実施機関（講師）として参画した。 

※計 9回（新規許可事業者 25社、事業譲受認可事業者 11社、計 36社） 

④ 地方貨物自動車運送適正化事業実施機関として、事業計画に基づき、関係行政機関

及び全国貨物自動車運送適正化事業実施機関（全日本トラック協会）と連携を図りな

がら次の諸事業を推進した。 

・ 適正化事業委員会の開催 

・ 広島県貨物自動車運送適正化事業実施機関評議委員会の開催 

・ 貨物自動車運送適正化事業連絡会議へ参加（広島運輸支局との連絡会議） 

・ 適正化事業業務検討委員会へ参加（全国実施機関） 

・ 全国適正化事業指導員研修会へ参加(全国実施機関） 

・ 中国ブロック適正化事業指導員連絡会議へ参加 

・ 中国ブロック適正化事業指導員小規模グループ研修会へ参加 

⑤ 運輸安全マネジメント及び法令改正等についての普及周知の取組みとして、巡回指

導において、関係資料及びパンフレット等を配付し、説明を行った。 

⑥ 中国運輸局広島運輸支局との連携強化の取組み事業として次のとおり実施した。 

改善すべき項目が認められる事業所及び運輸安全マネジメントの取組みのない事業

所並びに運行管理のより一層のレベルアップを目指す事業所を対象とした「運行管理

スキルアップ講習会」を開催した。 

・ 平成 27年 11月 12日(広島会場) ・平成 27年 11月 17日(福山会場) 

（２）キャンペーン 

① 事業者の安全確保等に対する注意喚起及び法令違反に対する安全指導を行うため、



 

県内各地区にて、街頭パトロールを適宜実施した。（出動回数延べ 568回） 

② 過積載運行防止の推進 

｢過積載運行の防止等のお願い｣（広島県過積載防止対策連絡会議）文書を荷主団体（92

団体）及び 2,851社の個別荷主に送付し理解を求めた。（平 28.3） 

③ 過積載運行防止街頭キャンペーン実施 

広島県過積載防止対策連絡会議主催による過積載防止等街頭キャンペーンに参加し、

トラックドライバーに「過積載運行防止、積荷落下事故防止啓発チラシ」等を配布し、

更なる安全運行、事故防止の呼び掛けを行った。 

（福山地区） 

日 時 平成 27年 5月 14日（木）13時 30分～ 

場 所 福山市大門町国道 2号上り（国土交通省大門交通監視所）啓発車両 102両 

（広島地区） 

日 時 平成 27年 9月 30日（水）13時 30分～ 

場 所 大竹市黒川国道 2号上り (県警交通機動隊大竹分駐所前) 啓発車両 144両 

（三原地区） 

日 時 平成 27年 10月 7日（水）13時 30分～ 

場 所 三原市長谷国道 2号上り (三原菱重機工㈱長谷工場前) 啓発車両 114両 

 

４．労働対策事業 

（１）研修 

①「労務問題研修会」開催 

労働者の職業に対する意識の変化や雇用・就業形態が変貌していることから、最近

の労働事情について知識を深めることを目的に研修会を開催した。 

日 時 平成 27年 8月 20日（木）14時 30分～16時 00分 

場 所 広島県トラック総合会館 5階大研修室  出席者 78名 

演 題 「トラック運送事業における人材確保と雇用関係助成金の活用について」 

講 師 社会保険労務士・行政書士 瀧澤 学 氏 

（２）調査 

① 人材不足対策としての高等学校訪問活動を実施 

中国運輸局広島運輸支局と連携し、トラック業界全体の運転者不足の解消、若年労働

力の確保に向けた取り組みの一環として、県内の高等学校への訪問活動（5校）を実施

した。 

訪問日 平成 27年 6月 11日（木）広島地区 

    平成 27年 6月 23日（火）福山･三原地区 

学校名 学校法人広島山陽学園 山陽高等学校、学校法人瀬戸内学園 広島県瀬戸内

高等学校、広島県立福山商業高等学校、広島県立福山工業高等学校、広島

県立総合技術高等学校 

 



 

② 「トラック輸送における取引環境・労働時間改善広島県地方協議会」設置 

トラック運送事業者をはじめ、学識経験者、行政機関、荷主などが一体となり、トラ

ック事業における取引環境、労働時間改善に向けた取組みを推進した。 

 第 1回 

 日 時 平成 27年 7月 23日（木）14時 30分～16時 30分 

 場 所 ホテルメルパルク広島 5階 桜  出席者 32名 

 議 題 トラック業界における長時間労働の抑制に向けた取組について、ほか 

 第 2回 

 日 時 平成 27年 11月 27日（金）13時 30分～15時 30分 

 場 所 ホテルメルパルク広島 5階 桜  出席者 25名 

 議 題 サービス産業の生産性向上協議会の報告について、ほか 

 第 3回 

 日 時 平成 28年 3月 18日（金）10時 00分～12時 00分 

 場 所 ホテルメルパルク広島 6階 平成  出席者 35名 

 議 題 トラック輸送状況実態調査結果について、ほか 

③ 退職する自衛官の再就職に関する求人票の取りまとめについて 

退職自衛官の再就職について、会員から提出された求人票を取りまとめ、自衛隊地方

協力本部に提出した（提出した求人数 49名）。 

（３）キャンペーン（要望、提言） 

「広島県政･労･使懇談会」開催 

行政、労働組合、トラック事業者が一堂に会しトラック運送業界の労働問題等につ

いて課題を提起し、意思疎通を図った。 

日 時 平成 27年 8月 26日（水）14時 00分～16時 00分 

場 所 ホテルセンチュリー21広島   

出席者 36名 

中国運輸局広島運輸支局、（公社）全日本トラック協会、 

運輸労連広島県連合会、トラック運送事業者、トラック協会事務局 

議 事  

〇基礎講演  

テーマ 「トラック輸送における取引環境・労働時間改善協議会について」 

講 師 （公社）全日本トラック協会 常務理事 松﨑 宏則 氏 

〇課題提起 

・「トラックドライバーの人材確保・育成に向けた取組について」 

・「労基通報に係る特別巡回の実施について」 

・「労働組合の政策課題について」 

（４）助成 

① 睡眠時無呼吸症候群スクリーニング検査助成事業実施 

    運転者を対象にスクリーニング検査受診に対し、費用の一部助成を実施した。 



 

睡眠時無呼吸症候群スクリーニング検査助成受診者数 415名 

② 物流高度化時代に対応できる人材を育成するため、中小企業大学校講座受講の促進

を図るため助成措置を講じた。 

 

５．経営基盤確立対策事業 

（１）研修、講習 

① 引越管理者講習会等を開催 

引越業務に携わる管理者及びスタッフの資質向上を図るため、全ト協「引越管理者制

度」に基づき、管理者等を対象に「引越管理者講習会」を開催した。 

また、広ト協独自に窓口業務スタッフを対象としたマナーアップ講習会を開催した。 

・「引越管理者講習会(基本)」  （平 27.5.21）（平 28.1.28） 

「引越管理者講習会(管理者)」  （平 27.5.22）（平 28.1.29） 

・「引越スタッフ講習会」広島会場（平 28.2.15）、福山会場（平 28.2.16） 

・「お客様対応責任者研修会」  （平 28.2.9） 

  ※中国地方内の優良認定事業者を対象に広島市にて開催（26社・28名参加） 

② 「トレーラ事故防止・特車制度研修会」開催 

中国トラック協会と連携を図り特殊車両に係る安全運行、法令順守、最近の特車通行

制度を取巻く情勢について周知を図った。 

日 時 平成 27年 7月 21日（火）14時 30分～16時 00分  

場 所 広島県トラック総合会館 5階大研修室、 出席者 111名 

演 題 

（1） 大型車両・特殊車両に係わる最近の法令･通達改正状況について 

（2） 全ト協・重量部会の要望事項に対する国交省の進捗状況について 

（3） トレーラ事故防止について 

講 師 （公社）全日本トラック協会 輸送事業部長 礎 司郎 氏 

③ 「経営者・管理者研修会」開催 

日 時 平成 27年 9月 15日（火）13時 30分～15時 00分  

場 所 広島県トラック総合会館 5階大研修室 出席者 75名 

演 題「トラック運送業における契約締結等書面化推進について」 

講 師 日本ＰＭＩコンサルティング㈱ 代表取締役 小坂 真弘 氏 

④ 「トラック運送事業者のための人材確保セミナー」開催 

日 時 平成 27年 11月 16日（月）13時 30分～15時 50分  

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル岡山（岡山市北区駅元町） 

   出席者 52名 

演 題 

第 1部「トラック運送事業における高齢者雇用促進について」 

     講  師 日本能率協会総合研究所 

組織・人材戦略研究部主幹研究員 広田 薫 氏 



 

第 2部「若者・女性労働者の雇用確保と活用について」 

講  師 コヤマ経営 代表コンサルタント 小山 雅敬 氏 

⑤ 「マイナンバー制度対応セミナー」開催 

   （広島地区） 

日 時 平成 27年 11月 30日（月）13時 30分～15時 30分  

場 所 広島県トラック総合会館 5階 大研修室  

出席者 58名 

（福山地区） 

日 時 平成 27年 12月 1日（火）13時 30分～15時 30分  

場 所 東部研修センター3階 大会議室 

出席者 35名 

演 題 マイナンバー制度への対応と注意点ほか 

講  師 フクシマ社会保険労務士法人 代表社員 福島 省三 氏 

⑥ 「ＴＶ会議システム特車講習会」開催 

（第１回） 

日 時 平成 27年 12月 15日（火）13時 30分～15時 00分  

場 所 広島県トラック総合会館 5階 大研修室    出席者 30名 

演 題 大型・特殊車両に係わる最近の法令・通達改正状況について 

（第２回） 

日 時 平成 28年 3月 16日（水）13時 30分～15時 00分  

場 所 広島県トラック総合会館 5階 大研修室    出席者 30名 

演 題 

（１）特殊車両通行許可制度における制限値と特例について 

（２）大型車適正化方針に係わる最近の改正状況について 

 ⑦ 「積卸し作業指揮者安全教育講習会」開催 

日 時 平成 27年 9月 3日（木） 9時 00分～17時 00分 

場 所 広島県トラック総合会館 5階大研修室  出席者 25名 

講 師 陸運労災防止協会 堀野 安全管理士 

（２）キャンペーン（要請活動） 

① 適正運賃収受に向けた荷主の業界への理解促進、荷主の優越的地位の濫用防止対策

の促進及び下請・荷主適正取引推進のための荷主等とのパートナーシップの確立 

    「平成 27年度輸送秩序確立運動」を展開（平 27.4.１～平 28.3.31） 

貨物自動車運送事業法等関係法令を遵守し、安全で安心かつ良質な輸送サービスを

安定的に確保、提供し続けるため、次の重点実施項目を積極的に展開した。 

・貨物自動車運送事業法等関係法令の遵守徹底 

・原価管理に基づく適正運賃収受の推進 

・燃料サーチャージの導入・価格転嫁の促進 

・トラック運送業における契約の書面化の推進・定着 



 

② 燃料価格高騰対策事業 

・「平成 27年度 トラック業界の要望を実現する会」開催 

全ト協と連携し、「トラック業界の要望を実現する会」を開催し、自由民主党ト

ラック輸送振興議員連盟並びに公明党トラック問題議員懇話会に所属する国会議

員へトラック業界の窮状を訴えるとともに、業界への支援策を求めた。 

日 時 平成 27年 11月 11日（水）14時 00分～15時 00分 

場 所 憲政記念館（東京都千代田区永田町 1-1-1） 

参加者 400名 

・「自家用燃料供給施設整の導入に対する補助」実施 

国土交通省と連携し、燃料安定供給に取組む会員を対象に軽油供給施設の新設も

しくは増設に対して、補助金交付申請の受付業務を行った。 

自家用燃料供給施設整備支援助成事業 助成実績：新設２社 

・「広ト協ＨＰ燃料価格高騰対策特設ページ」を開設 

燃料サーチャージ算出シートの掲出、燃料高騰対策に関する要望活動等、取組み

を掲載し会員へ情報提供を行った。 

③ ダンプ運送事業に係る輸送秩序確立対策事業 

・ダンプ専門部会を開催し、当面する諸問題等について協議した。 

（第 1回：平 27.9.24、第 2回：平 28.2.23） 

・ダンプ運送業界の今後更なるコンプライアンスの推進を図ることを目的とした行

政機関（中国地方整備局、中国運輸局、中国運輸局広島運輸支局）との意見交換

会を開催した。（平 28.1.27） 

④ 荷主団体、荷主へ要請書を発出 

広島県過積載防止対策連絡会議と連携を図り、荷主団体及び荷主企業 2,943社に対し、

通行許可申請や許可条件（誘導車配置）に係る費用負担など、適正な運送依頼に積極的

に取り組んで頂くよう理解と協力を求めた（平 28.3）。 

 要請書  

 ｢過積載運行の 0防止等のお願い｣ 

 ｢大型トレーラなどの適正な運行への協力について｣ 

（３）展示会 

  引越荷物事故防止の取り組みとして、引越管理者講習会において「引越荷造資材展示

会」を開催した（平 28.1.29）。 

（４）相談会 

  ひろしまトラックまつりの会場において、一般消費者を対象にした「引越なんでも相

談会」を開催し、業界ＰＲ活動を行った（平 27.10.11）。 

 

 

 

 



 

６．広報対策事業  

（１）機関誌「ひろしまトラック広報」及び、ホームページ等による情報提供と広報・啓発の

推進 

行政機関からの諸通達等を次のとおり機関誌「ひろしまトラック広報」やホームペー

ジに掲載し、会員へ周知徹底に努めた。 

  ■ 国土交通省関係 

・ 車両の大型化に対応した許可基準の見直し等に関する関係省令等の整備について 

・ 大型車車輪脱落事故ゼロへ 

・ 新規参入時の事前チェックの強化について 

・ 自動車事故発生状況（平成 27年 4月～平成 28年 3月） 

・ 中国地方の運輸の動き（平成 27年 4月～平成 28年 3月） 

・ 自動車運送事業用車両の環境対応車導入に係る補助制度について（平成 27年度） 

・ 自動車事故報告書の提出及び事故速報の徹底について 

・ 国際海上コンテナの陸上における安全輸送マニュアルの一部改訂について 

・ 貨物自動車運送事業における中継輸送に関する Q&Aの掲載について 

・ 貨物自動車運送事業者の皆様へ（事故速報に係るお願い） 

・ トラックに係る事故の調査報告書の公表について 

・ 乗務時間等告示違反トラック事業者に対する指導方針について 

・ 車輪脱落・火災防止のために しっかり点検・整備しましょう 

・ トラック等特殊車両に係る冬用タイヤ等装着の徹底について（依頼） 

・ 平成 27年度年末年始の輸送等に関する安全総点検実施計画 

・ 平成 27年度グリーン経営普及講習会のご案内（広島開催） 

・ 平成 27年度自動車安全セミナー開催案内 

・ 冬季における自動車の冬用タイヤ等すべり止め措置の徹底について（依頼） 

・ フランス･パリで発生した連続テロ事件を踏まえたテロ対策の徹底について 

・ ETC2.0装着車への特車通行許可を簡素化する｢特車ゴールド｣の制度開始について 

・ ダンプナンバーの適正な表示に関するご協力のお願い 

・ デファレンシャル・オイルの不足等にご注意下さい！～事業用自動車の火災事故防

止に向けて～ 

・ 「貨物自動車運送事業者が東日本大震災の被災地域において事業を行うための車両

の移動等に関する取扱いの特例について」の一部改正について 

・ 貨物自動車運送事業の安全確保の徹底について 

■ 厚生労働省関係 

・ 平成 27年度全国安全週間の実施に伴う協力依頼について 

・ 職場の熱中症対策は万全ですか？ 

・ STOP交通労働災害 ～現在、死亡労働災害のトップは「交通事故」～ 

・ 「ポジティブ･アクション」は経営の新しい武器になります 

・ 荷主企業と運送事業者の協力によるトラックドライバーの長時間労働の改善に向け



 

た取組事例集について 

・ 健康診断を実施しましょう～労働者の健康確保のために～ 

・ 平成 27年度「全国安全週間スローガン」について 

・ 平成 27年度「全国労働衛生週間」を 10月に実施 

・ 地域別最低賃金額が改定されました 

・ 事業主の皆様へ《女性活躍推進法が成立しました！》 

・ 事業主の皆様へ ひとりでも労働者を雇ったら、労働保険に入る義務があります 

・ 平成 27年署・業種別死亡災害発生状況 

・ 安全に作業するための 8つのルール「ロールボックスパレット使用時の労働災害防

止マニュアル」 

・ 公正な募集・採用のため自社の採用基準や選考方法を確認しましょう 

・ 派遣労働者の労働条件・安全衛生の確保のために 

  ■ 広島県・広島県警察 

・ トラックが関係する交通事故多発情勢の周知と交通事故防止対策の徹底について

（お願い） 

・ 準中型免許に係る改正道路交通法が平成 27年 6月 17日付で公布されました 

・ U90 NEWS FLASH アンダー90即報 

・ 平成 27年 春の全国交通安全運動について 

・ 平成 27年 夏の交通安全運動について 

・ 平成 27年 秋の全国交通安全運動について 

・ 平成 27年 年末交通事故防止県民総ぐるみ運動について 

・ 事業用貨物自動車の交通事故発生状況（平成 27年 4月～平成 28年 3月） 

・ 貨物自動車運送事業者の適正な運行管理について（依頼） 

・ 平成 27年 年末交通事故防止県民総ぐるみ運動実施要綱 

・ 年末年始における貨物自動車の安全運転と交通事故防止について(依頼) 

・ 深夜、本線上に停車した車両に、後続車両が追突する、重大事故が連続発生！ 

・ テロの未然防止に向けた広島県警察からのお願い 

・ 高速道路における交通事故防止対策の推進について（依頼） 

・ Ｇ７外相会合開催 自動車乗り入れ自粛にご協力を！ 

・ 10月は「全国不正軽油撲滅強化月間」です！ 

■ その他 

・ 講習会（荷主と物流事業者との取引について）の御案内について(公正取引委員会) 

・ 貨物運送事業者に対する「自動車運転者の労働時間の改善のための基準」等の周知

徹底について（依頼）（兵庫県警察本部） 

（２）１０月９日「トラックの日」を活用した全国一斉のキャンペーンによる業界ＰＲ対策

の推進 

「ひろしまトラックまつり」を開催 

広ト協青年部協議会が中心となり、「第 23 回 ひろしまトラックまつり」を開催し、



 

トラック運送事業が社会との共生を図り、我が国の基幹産業として発展していくため、

広く業界の役割、取組み等をＰＲした。 

日 時 平成 27年 10月 11日（日）9時30分～15時00分  

場 所 中国運輸局広島運輸支局構内 

来場数 約 23,000人 

 

７．緊急・救援輸送対策事業  

   総合防災訓練「救援物資搬送訓練」に参加 

大規模災害を想定し、被災者の生活を確保するための必需品物資を搬送するため、県

救援物資輸送拠点施設から市救援物資輸送拠点施設 3 か所及び避難所 6 か所への搬送訓

練を実施した。 

 日 時 平成 27年 9月 2日（水）10時 30分～16時 30分 

場 所 広島県救援物資輸送拠点施設（三原市本郷町）広島市、江田島市、福山市

救援物資輸送拠点施設、避難所 6か所 

協会参加者 福山通運㈱、日本通運㈱、佐川急便㈱、双葉運輸㈱、広ト協事務局 

 

８．地域貢献活動推進事業 

減らそう犯罪県民総ぐるみ運動への取り組みとして、トラック事業活動を通じた地域

貢献活動を広島県警察と一体となって推進した。 

・「防犯情報・交通安全情報チラシの配布等情報発信活動」 配布枚数 14万 7,000枚 

（県内全域の宅配先、交通事故防止街頭キャンペーン、各支部主催の荷主セミナー、

運転者指導講習会等で配布）  

・「減らそう犯罪・なくそう交通事故」テレビ CM放映（8月 1日～8月 15日） 

中国放送 CM本数 72本、八丁堀 C－Vision放映本数 225本 

・広ト協ＨＰを活用した「交通安全・事故防止、防犯情報」の発信 

・ドライブレコーダ等による事故・事件情報提供活動を実施 

広島県警察本部から交通事故、事件等の情報提供依頼に対して会員の協力を得て対

応した。情報提供依頼件数 5件（内訳：交通事故 3件、事件 2件） 

・サミット警備・なくそう交通死亡事故ステッカー贈呈 

県タクシー協会、県個人タクシー協会と連携し、広島・Ｇ７外相会合警備の支援と

して、県警本部に「マイカー乗り入れ自粛・テロの未然防止」の協力を呼びかける車

両貼付用広報ステッカーを 13,000枚贈呈した。 

・道路緊急通報制度（＃9910）への協力 

道路利用者の安全確保を図るため、中国地方整備局が取組んでいる国道や高速道路

等の道路異常を発見した際の道路緊急通報活動に協力した。 

 

 

 



 

９．安定した運輸サービス提供のための活動 

（１）運輸サービスの提供において、公正な取引を促進し、運輸サービスの質的向上を図る

ため、国・行政への働きかけを実施 

 我が国の国民生活、産業活動を支える公共的トラック輸送サービスの維持確保並びに、

公正な取引を推進し運輸サービスの質的向上を図るため、政府等へ陳情、要望活動を実施

した。 

   ①「特殊車両通行許可申請に係る審査期間の短縮に関する要望書」提出（平 27.8.4） 

     要望先：国土交通省中国地方整備局 

   ②「平成 28年度 税制改正・予算に関する要望書」提出（平 27.9.7～10.26） 

要望先：広島県選出等の国会議員  10名 

[衆議院議員]  寺田 稔氏、平口 洋氏、小林 史明氏、中川 俊直氏、小島 敏

文氏、河井 克行氏、岸田 文雄氏、斉藤 鉄夫氏 

[参議院議員] 宮沢 洋一氏、溝手 顕正氏 

   ③「地域社会と国民生活を守るため平成 27年度トラック業界の要望を実現する会トラ

ック運送業界からの要望書」提出（平 27.11.11） 

要望先：自由民主党トラック輸送振興議員連盟会長、 

公明党トラック問題議員懇話会会長 

   ④「運輸事業振興助成交付金の確実な予算計上及び交付を求める要望書」提出 

（平 27.11.30） 

要望先：広島県知事 

   ⑤「政策要望を聞く会におけるトラック業界からの要望書」提出（平 27.12.13） 

要望先：自由民主党広島県支部連合会長 

   ⑥「運輸事業振興助成交付金の確実な予算計上及び交付を求める要望書」提出 

（平 28.1.8） 

要望先：広島県議会議長、自由民主党広島県議会議員連盟会長、自由民主党広島

県議会議員会会長 

   ⑦東広島市西条バイパス「道の駅」の早期実現並びに大型車駐車場整備に関する要望

書」提出（平 28.2.15） 

要望先：中国地方整備局広島国道事務所長 

（２）安定した運輸サービスを提供するため、経営基盤の確立のための働きかけを実施 

①「大型車通行適正化に向けた中国地域連絡協議会」参加 

   （第１回） 

日 時 平成 27年 10月 5日（月）13時 30分～15時 50分  

場 所 広島合同庁舎 ３号館１階共用第 15会議室 

出席者 41名 

議 題 

   （１）大型車通行適正化方針の状況について 

   （２）現状の課題について 



 

（３）今後の取組みについて 

   （第２回） 

日 時 平成 28年 2月 9日（火）13時 30分～15時 30分  

場 所 広島合同庁舎 2号館 6階共用第 7会議室 

出席者 27名 

議 題 

   （１）特車制度に係る各機関、団体等へのヒアリング結果報告について 

   （２）今後の具体的な広報・取締等の取組内容について 

   （３）今後のスケジュールについて 

② 引越専門部会を開催し、当面する諸問題や苦情対応、消費者保護対策等について

協議した（平 27.9.17）。 

③ 全国物流青年経営者中央研修会へ参加した。 

④ 中国運輸局広島運輸支局への各種申請件数 

認可・届出内容 件 数 

増 車 申 請 79 

減 車 申 請 84 

営 業 所 ・ 車 庫 18 

運 行 管 理 者 選 任 ・ 解 任 228 

整備管理者選任・解任・変更 157 

その他（譲渡譲受、届出事項） 94 

計 660 

⑤ 中小企業信用保険法業種指定継続のための輸送量等実態調査を実施（40社）。 

 

（３）全日本トラック協会と地方トラック協会との共同事業の実施 

① 税制対策事業 

・全日本トラック協会主催の税制対策委員会に出席した。 

・平成 27年度税制改正に関する要望事項を取りまとめ、全日本トラック協会に提出し

た（平 27.5.18）。 

・「平成 28年度税制改正に関する要望と与党税制改正大綱の結果」等について、トラ

ック広報（平 28.2）に掲載するとともに各種会議等で報告を行った。 

② 全日本トラック協会を通じ国土交通省、警察庁に対し、「平成 27年度背高国際海

上コンテナに係る高さ指定道路」の追加指定を受けるための申請（要望）について、

ホームページで公募を行った（平 27.5）。 

③ 経営分析事業 

・ 中小トラック運送事業者の経営改善に資するため、全日本トラック協会の経営分

析事業に参画した。 

・ 「平成 25年度決算版 経営分析報告概要」を作成し、トラック広報 5月号に掲載



 

し、全会員に情報提供を行った（平 27.5．1）。 

 

１０．駐車問題対策事業 

「トラックベイパトロール及び清掃を実施」 

広島市中心部において、トラックベイ及び駐車可規制区間に係る街頭パトロール並

びに清掃活動を実施した。 

日 時 平成 27年 11月 10日（火）13時 30分～ 

場 所 広島市中区基町周辺のトラックベイ 8ヶ所 

参加者 12名 

 

（その他事業） 

１．中小企業対策事業 

  トラック運送業界の経営基盤を安定させるため、物流施設への支援を次のとおり実施した。 

 （１）トラックターミナル等の物流施設の整備に係る資金の融資 

 （２）融資に係る利子補給助成 

  平成27年度地方近代化基金融資事業実績は、次のとおりである。 

 

支部別 

一 般 融 資 ポスト新長期規制適合車融資 

融資 

事業者 

融資金額 

(千円) 

使 途 別 融資 

事業者 

融資金額 

(千円) 
使途別車両 

施設 車両 その他 

広 島 12 134,294 1 15 0 33 408,974 39 

呉 2 23,500 0 2 1 11 137,922 13 

三 原 3 47,506 0 3 0 7 109,879 9 

尾 道 0 0 0 0 0 7 79,976 7 

松 永 1 19,808 0 5 0 4 61,876 5 

福 山 2 29,012 0 3 0 13 182,717 16 

北 備 1 10,000 0 1 0 7 82,200 7 

広島北 1 15,120 0 1 0 6 76,060 7 

西広島 1 16,000 0 1 0 6 84,140 7 

霊 柩 1 20,000 1 0 0 0 0 0 

合 計 24 315,240 2 31 1 94 1,223,744 110 

  ※ 参考：中央近代化基金融資実績・・・融資件数 3業者、融資金額 67,064千円 

 （３）信用保証料の助成 

    会員の資金調達を支援するセーフティネット制度融資等への保証料助成事業を実施

した。 

    信用保証料助成事業実績は、次のとおりである。 

区分 助成件数 助成額 

信用保証料助成事業 81件 8,406千円 



 

２．会館管理事業 

   ・広島県トラック総合会館 

   ・東部研修センター 

   ・北部研修センター 

会館及び研修センターでの会議・研修等利用時の管理及び保守点検実施 

 

３．表彰事業（順不同・敬称略） 

（１）全日本トラック協会長表彰 

｢正しい運転・明るい輸送運動｣優良事業所及び従業員表彰  

事業所・団体の部 

西 部 運 輸 株 式 会 社 

木 下 運 送 株 式 会 社 

 

従業員の部 

上 田  寛 

村 上 正 博 

竹 下 正 博 

今 井 勝 則 

中 鋼 運 輸 株 式 会 社 

川 口 運 送 株 式 会 社 

三和梱包運輸株式会社  広島営業所 

木 下 運 送 株 式 会 社 

（２）広島県トラック協会長表彰 

①感謝状 

小 林 英 雄 備 福 運 送 株 式 会 社 

吉 田 敏 行 株 式 会 社 吉 田 急 配 

細  川  喜 一 郎 三 次 貨 物 運 送 有 限 会 社 

大 下 秀 明 深 川 運 送 有 限 会 社 

   ②表彰状 

平 尾 雅 幸 広 島 県 ト ラ ッ ク 協 会 広 島 支 部 

髙 橋 靖 幸 広 島 県 ト ラ ッ ク 協 会 呉  支  部 

梶  山  美 佐 子 広 島 県 ト ラ ッ ク 協 会 西広島支部 

③｢正しい運転・明るい輸送運動｣ 

事業所の部‥‥‥３０社   従業員の部‥‥‥７８名 

 

 

 

 

 

 



 

(法人関係) 

 庶務事項 

１．表彰事業（順不同・敬称略） 

（１）叙勲 

旭日双光章受章 

為 廣 尚 武 幸 栄 運 輸 株 式 会 社 

（２）国土交通大臣表彰 

（事業功労）  

亀 田 茂 登 カ メ ダ ラ イ ン 株 式 会 社 

呉  正 男 大 竹 双 葉 運 輸 株 式 会 社 

（永年勤続）  

伊 藤 昭 博 福 山 通 運 株 式 会 社 

正 峯 稔 浩 福 山 ロ ジ ス テ ィ ク ス 株 式 会 社 

（３）中国運輸局長表彰 

①功労者表彰 

松 崎 修 三 有 限 会 社 ロ ジ ス テ ィ ッ ク ス 入 丸 

三 戸 初 人 株 式 会 社 郷 原 運 送 

加 藤 晴 彦 み な と 海 運 株 式 会 社 

小 林 光 明 高 増 運 送 有 限 会 社 

阿 吹 正 宏 有 限 会 社 阿 吹 運 送 店 

福 岡 志 郎 有 限 会 社 福 岡 運 送 

竹 本 昭 法 芸 北 急 送 株 式 会 社 

上 原 田    毅 有 限 会 社 上 原 田 運 送 

向 井 祐 治 有 限 会 社 光 屋 

②永年勤続表彰  

橋 西 一 雄 株 式 会 社 ネ ス ト ロ ジ ス テ ィ ク ス 

川 上 和 彦 東 和 運 送 株 式 会 社 

金 子 英 治 株 式 会 社 岡 明 運 送 

伊 達 洋 次 福 山 通 運 株 式 会 社 

山 根  敦 〃 

中 下 葉 子 公 益 社 団 法 人 広 島 県 ト ラ ッ ク 協 会 

③安全性優良事業所（Ｇマーク）表彰（8事業所） 



 

（４）中国運輸局広島運輸支局長表彰 

①功労者表彰 

大 上 正 治 

藤 井 直 久 

藤 岡 一 郎 

武 安 文 明 

片 岡 健 治 

中 川 伸 弘 

岩 本 修 治 

 

②永年勤続表彰 

平  裕 治 

細 川  誠 

山 岡 政 登 

李  朝 男 

大 屋 光 敏 

中 本  薫 

松 原  申 

長 谷 川    章 

角   匤 

山 岡  篤 

上 早 稲  徹  也 

中 西 勇 光 

松 原  保 

大 越 成 敏 

清 水 宣 宏 

井 上 俊 明 

山 本 晋 也 

福 馬  喬 

髙 橋 靖 幸 

梶  山  美 佐 子 

株 式 会 社 ロ ジ コ ム ・ ア イ 

中 野 運 輸 有 限 会 社 

株 式 会 社 新 生 互 助 セ ン タ ー 

有 限 会 社 武 安 運 送 

有 限 会 社 エ ル ・ ピ ー ・ シ ー 

大 竹 運 送 株 式 会 社 

新 十 和 運 輸 株 式 会 社 

 

 

株 式 会 社 ネ ス ト ロ ジ ス テ ィ ク ス 

広 島 ロ ー タ リ ー 輸 送 株 式 会 社 

株 式 会 社 岡 明 運 送 

〃 

〃 

〃 

双 葉 運 輸 株 式 会 社 

〃 

福 山 通 運 株 式 会 社 

〃 

〃 

〃 

〃 

広 芸 運 輸 株 式 会 社 

〃 

〃 

〃 

株 式 会 社 や ま ひ ろ 運 輸 

広 島 県 ト ラ ッ ク 協 会 呉 支 部 

広 島 県 ト ラ ッ ク 協 会 西 広 島 支 部 

 

③安全性優良事業所（Ｇマーク）表彰（33事業所） 

（５）広島県警察本部 感謝状（夜間交通事故防止に係る反射材の普及促進活動の取組み） 

    公益社団法人 広島県トラック協会 

 



 

 

（６）全日本トラック協会長表彰 

①感謝状 

山 田  清 

平 田 孝 治 

江 村  博 

面 迫 孝 文 

広 島 陸 送 株 式 会 社 

三 和 運 輸 株 式 会 社 

有 限 会 社 親 和 商 事 運 輸 

朝 日 交 通 株 式 会 社 

②表彰状 

小 田 浩 之 

加 藤 義 典 

金 舛 芳 夫 

志 和 貨 物 自 動 車 株 式 会 社 

〃 

〃 

石 丸 裕 次 

岡 本 福 夫 

橋 口 利 秀 

本 川 正 男 

岡 原 克 明 

中 下 葉 子 

広 府 興 産 有 限 会 社 

〃 

〃 

〃 

福 山 通 運 株 式 会 社 三 次 営 業 所 

公 益 社 団 法 人 広 島 県 ト ラ ッ ク 協 会 

（７）全日本トラック協会優秀運転者顕章規程による表彰（337名） 

   金十字章 45名   銀十字章 124名    銅十字章 168名 

（８）中国トラック協会長表彰 

平 尾 雅 幸 広 島 県 ト ラ ッ ク 協 会 広 島 支 部 

髙 橋 靖 幸 広 島 県 ト ラ ッ ク 協 会 呉  支  部 
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